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第22回食と文化フォーラム
食文化のグローバル化時代！
～食の安心、安全、そして健康の未

ア ス

来は‼～
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継
続
は
力
な
り

一
般
財
団
法
人
　
食
と
健
康
財
団
　
理
事
長
　
道
見
　
重
信

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
後
に
熊
本
、
大

分
地
区
に
大
震
災
が
発
生
し
多
く
の
尊
い
人

命
が
犠
牲
に
な
り
、
家
屋
、
道
路
、
鉄
道
を

含
め
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
を

願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
28
年
度
財
団
の
事
業
計
画
は

3
月
16
日
の
理
事
会
、
4
月
27
日
の
理
事

会
、
5
月
23
日
の
評
議
員
会
を
経
て
、
平
成

27
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
事
業
の
中
で
、
特
に
「
食
と
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
平
成
28
年
4
月
10
日
札
幌
市

で
開
催
）」
は
、
食
品
の
安
全
と
健
康
を
啓
蒙

実
践
す
る
財
団
と
し
て
最
も
大
き
な
事
業

で
、
今
年
も
道
民
の
方
々
の
大
き
な
期
待
も

あ
り
、
1
7
0
0
人
余
の
方
々
か
ら
出
席
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
会

場
の
制
約
か
ら
1
0
0
0
人
の
方
し
か
出
席

が
叶
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
席

が
叶
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
皆
様
に
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
食
の
安
全
、
健
康
を
現
場
で
実
践

し
て
こ
ら
れ
た
教
育
者
大
塚
貢
氏
の
映
像
を

交
え
な
が
ら
の
講
演
、
食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
安
部
司
氏
に
よ
る
実
演
を
交
え
な
が
ら

の
講
演
に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
た
め
息
と

驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
賛
助
会
員
の
皆
様
か
ら

札
幌
以
外
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
要
望
を

受
け
ま
し
て
、
大
阪
市
で
「
食
と
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
道
外
で
は
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
大
阪
市
、
名
古
屋
市
に

於
い
て
「
食
と
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
9
月

に
予
定
し
て
お
り
、
今
後
は
全
国
4
か
所
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
が
出
来
る
様
に
検
討
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

財
務
運
用
益
の
少
な
い
時
代
で
す
が
、
賛

助
会
員
の
拡
大
に
努
め
所
定
の
収
入
を
得

て
、
広
報
誌
の
発
行
を
含
め
広
報
活
動
、
食

と
健
康
元
氣
ツ
ア
ー
、
情
報
収
集
、
調
査
研

究
活
動
、
更
に
は
他
の
団
体
と
の
連
携
、
特

に
日
本
綜
合
医
学
会
北
海
道
総
支
部
と
の
連

携
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
等
に
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
［
継
続
は
力
な
り
］
の
言
葉
は
成
功
例

に
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
色
々
な
社
会
変
化
の

中
で
同
じ
こ
と
を
何
十
年
、
場
合
に
よ
っ
て

は
1
0
0
年
単
位
で
継
続
さ
れ
る
事
例
が
あ

り
ま
す
。
長
く
続
く
こ
と
と
い
う
も
の
は
、

時
代
の
変
化
が
あ
っ
て
も
主
旨
目
的
が
変
わ

ら
な
い
不
変
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

賛
助
会
員
で
支
え
ら
れ
て
い
る
当
財
団

は
、
食
品
の
安
全
性
及
び
食
生
活
の
改
善
に

関
す
る
普
及
啓
発
や
食
育
等
を
行
う
と
と
も

に
、
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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人
間
の
根
本
で
あ
る
「
安
全
な
食
」
と

そ
れ
に
伴
う
「
健
康
」
は
人
が
生
き
て
行

く
上
で
最
も
重
要
で
あ
り
、
幸
福
の
基
本
で

も
あ
り
ま
す
。
当
財
団
と
毎
日
新
聞
社
と
の

共
催
で
開
催
し
て
い
る
こ
の
「
食
と
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
会
場
収
容
人
数
の
倍
以

上
の
出
席
申
し
込
み
を
毎
回
頂
い
て
い
る
こ

と
は
、
時
代
が
求
め
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る

と
と
も
に
、
い
つ
の
時
代
で
も
求
め
ら
れ
る

人
の
根
本
テ
ー
マ
で
あ
る
ゆ
え
に
継
続
さ

れ
、
そ
れ
が
更
に
評
価
さ
れ
続
い
て
い
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
期
待
さ
れ
て
い
て
も
継
続
な
く
し

て
は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。

　「
30
年
歴
史
を
創
る
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
財
団
の
「
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

も
今
年
で
22
年
の
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
道
民
、
国
民
、
賛
助
会
員
の
方
々

の
ご
理
解
、
ご
指
導
そ
し
て
ご
協
力
を
得
て

更
な
る
発
展
に
努
め
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。
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一
般
財
団
法
人
食
と
健
康

財
団
の
平
成
28
年
度
理
事

会
・
評
議
員
会
が
5
月
23
日

（
月
）
に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
道
見
重
信
理
事
長

か
ら
、「
4
月
10
日
に
開
催
し

た
第
22
回
食
と
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
約
1
7
0
0
名
の

方
か
ら
申
込
み
が
ご
ざ
い
ま

し
て
、
無
事
盛
会
裡
に
終
わ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
食

の
安
全
、
健
康
と
い
う
財
団

の
目
的
で
あ
る
事
業
を
確
実

に
実
行
し
、
社
会
還
元
し
て

い
き
た
い
と
の
考
え
か
ら
、

今
年
度
の
道
外
で
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
大
阪
と
名
古
屋
で
開

催
し
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

事
に
入
り
、
平
成
27
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
報
告
に
つ

い
て
理
事
会
に
引
き
続
き
、

評
議
員
会
で
も
慎
重
な
ご
審

議
を
い
た
だ
き
全
て
の
案
件

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

基本方針
 1　 当財団は平成 27 年 8 月で創立 22 周年目を迎えました。
　1993 年（平成 5年）8月 12 日に財団法人北海道食品科学技術振興財団と
して設立し、2006 年（平成 18 年）7月に財団法人北海道食と健康財団と名
称変更後、公益法人制度改革関連三法により、2010 年（平成 22 年）4月か
ら北海道で第 1号の一般財団の認可を受け新財団へ移行し、現在の名称「一
般財団法人　食と健康財団」となりました。

 2　 これまで様々な観点から食品の衛生、食品の安全・安心の啓発活動、食生活
の改善に関する調査研究や食育等をおこなうとともに、病気の予防と健康
の増進に寄与することに努めてきました。
　平成 28 年度は食生活の改善と健康長寿、未病、運動など多角的な観点か
ら調査・研究し、実践的なライフスタイル・健康生活に係わる啓発活動を推
進していきたいと考えております。

事業計画
1　調査研究
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的とし、食
品の安全性、食生活の改善及び食育などに関する書籍・資料を収集し、調査研究
して相談業務・各種フォーラム及び情報誌発行など各種財団事業の推進に活用し
ます。また、各種の講演会等に参加し情報収集します。

2　広報活動
（1）会報の発刊

　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的と
し、専門知識を有する管理栄養士、医師、教育者、料理研究家等からの情
報、さらに各種フォーラムの情報をもとに、明るく読みやすい財団の広報誌
「輝」を年 2回程度発行します。
　内容は各種フォーラム・大会の情報発信、管理栄養士からの健康情報提
供、自然食料理教室・マイクッキングなど。
　賛助会員、大学・短大、官庁、市町村教育委員会などの関係者に無料で配
布します。

（2）「食と健康通信」など食と健康に関する情報紙の発刊
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的と
し、タイムリーな各種情報をわかりやすい冊子にまとめて発刊します。
　専門知識を有する研究者、専門講師、管理栄養士、医師、教育者、料理研
究家等有識者からの情報を掲載します。

（3）マスメディアの活用
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的とし、
①ホームページを活用して、財団の事業活動の内容についての広報・啓発
活動を実施し、情報発信をしてまいります。

　　 財団の 1年間の事業報告及び収支決算書等、また事業計画・予算など
もホームページ上に掲載します。

②第 22 回食と文化フォーラムの講演内容を 5月上旬に毎日新聞に、また
各種雑誌にも掲載します。

③その他財団の関係する事業については、各マスメディアをとおして広報
いたします。

④これまでラジオ番組で食生活の改善を啓発してきましたが、今年度も企
画したいと考えております。

（4）普及啓発事業─賛助会員の拡大
　賛助会員数ですが、平成 28 年 2 月末では 1,478 人という厳しい状況にあ
ります。平成 28 年度には玄米酵素の「全国販売店研修会」が開催されま
す。この研修会と「食と文化フォーラム」、「食と健康フォーラム」「食と健
康元氣ツアー」を活用して会員の拡大を図ってまいります。
　また、広報誌「輝」の配布やホームページなど多様な媒体を生かして、財
団の賛助会員の入会及び更新、会費納入に遅滞している会員のフォローも図
ります。

3　シンポジウム等の開催
（1）「食と文化フォーラム」の開催

　平成 28 年度当該フォーラムは毎日新聞社と共催して、第 22 回目のフォー
ラムとなります。
　テーマは「食文化のグローバル化時代！
　　～食の安心、安全、そして健康の未来〈アス〉は！！～」

〈フォーラムの概要〉
　日　時　平成 28 年 4 月 10 日（日）　午後 1時 30 分開演
　会　場　札幌グランドホテル
　入場料　無料
　　第 1部　講演

演目　人をダメにする現代の食事
授業の改革・給食の改善・環境教育の 3本柱の取組で
こどもは甦る　～真田町の奇跡～
いじめ・非行ゼロ、生活習慣病予備軍ゼロと学力の飛躍的な向上
元長野県真田町教育長、元長野県上田市教育委員長
現教育・食育アドバイザー　大塚　貢　氏

　第 2部　講演
演目　「食品の裏側」を知る
～今、食べているあなたの食は安心、安全か～
【実演】でお見せします！
食品添加物でラーメンスープ、清涼飲料水を実演
食品ジャーナリスト、「食品の裏側」の著者　安部　司　氏

　フォーラムの要旨は 5月の毎日新聞の紙面に掲載し、また、当財団の広報
誌「輝」にも掲載し賛助会員を中心に配付します。

（2）各種食育事業の実施
　食養・予防医療・地域医療などに係わる健康・医療に関する事業を後援・
共催などして他団体と連携して実施していきます。

（3）講習会・研修会等の活動
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的と
し、食品の安全性、食生活の改善及び食育などに関する「食と健康フォーラ
ム」の講演会を道外 2会場で開催します。
　本年は、大阪市〈昨年に引続き 2回目〉と名古屋市で開催します。
○「食と健康フォーラム（大阪市）」の概要
　日　時　平成 28 年 9 月 3 日（土）　午後 1時 30 分から
　会　場　大阪朝日生命館（朝日生命文化ホール）
　入場料　1,000 円
　第 1部　講演目　未定

講師　元長野県真田町教育長、元長野県上田市教育委員長、
現教育・食育アドバイザー　大塚　貢　氏

　第 2部　講演目　未定
講師　島村トータル・ケア・クリニック院長　島村善行　氏

○「食と健康フォーラム（名古屋市）」の概要
　日　時　平成 28 年 9 月 25 日（日）　午後 1時 30 分から
　会　場　名古屋国際センター
　入場料　1,000 円
　第 1部　講演目　未定

講師　食品ジャーナリスト、「食品の裏側」の著者　安部　司　氏
　第 2部　講演目　未定

講師　助産院バースハーモニー院長　齊藤純子　氏

（4）食と健康・元氣ツアーの開催
　真の豊かな伝承的食文化を推進することを目的とし、①食に関する健康講
座、②自然食と有機農産物の賞味・収穫体験事業を専門知識を有する管理栄
養士等が同行し、次のとおり洞爺健康館及び洞爺自然農園で実施します。
　春の部は 6月 22 日（水）イチゴ狩り〈洞爺自然農園〉
　秋の部は 9月 29 日（木）バーベキュー〈洞爺自然農園作物と魚介類〉
　秋の部では、収穫感謝祭も同日に実施します。
　洞爺健康館での温泉を楽しんでいただきます。
　参加者はそれぞれ 40 名。初めての方にも参加を誘いかけていきます。

（5）料理教室の実施
　不特定多数の方々への食品衛生の啓蒙と食文化の継承、食育の実践活動を
目的とした料理教室を、一般の方々を対象として開催あるいは広報誌などで
クッキング情報を発信していきます。
　また、他団体の食養セミナー等の料理教室に参加します。

4　食生活指導
　専門知識を有する管理栄養士が不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進
に寄与することを目的とし、フリーダイヤルをはじめ様々な機会を活用して、食
品の安全性・栄養や健康相談を受けて、食生活の改善及び食育などに関する食生
活指導を行います。企業、団体等からの委託業務の実施もいたします。

平成28年度　事業計画

理
事
会
・

評
議
員
会
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第22回食と文化フォーラム

「食文化のグローバル化時代！」

第
22
回
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
食
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
！
」

　
　

～
食
の
安
心
、
安
全
、
そ
し
て
健
康
の
未ア

ス来
は
‼
～

　
第
22
回
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
食
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
！
　
食
の
安
心
、
安
全
、

そ
し
て
健
康
の
未
来
は
」（
毎
日
新
聞
社
、
一
般
財
団
法
人
食
と
健
康
財
団
主
催
）
が
10
日
、
札

幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
1
0
0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
1
部
は
、
財
団
の
道
見
重
信
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
教
育
・
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

大
塚
貢
さ
ん
が
「
人
を
ダ
メ
に
す
る
現
代
の
食
事
　
授
業
の
改
革
・
給
食
の
改
善
・
環
境
教
育

の
3
本
柱
で
子
供
は
蘇よ

み
が
え

る
～
真
田
町
の
奇
跡
～
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
安
部
司
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
演
「
食
品
の
裏
側
を
知

る
　
今
、
食
べ
て
い
る
あ
な
た
の
食
は
安
心
、
安
全
か
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
は

食
品
添
加
物
を
用
い
て
お
に
ぎ
り
や
炭
酸
飲
料
水
、
ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
な
ど
を
作
る
実
演
も
あ

り
、
会
場
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
と
健
康
財
団
の
池
上
公
介
副
理
事
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
質
疑
応
答
の

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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2
0
0
9
年
に
厚
生
労
働
省
は
、
高
校
生

の
4
割
超
が
生
活
習
慣
病
予
備
軍
に
な
っ
て

い
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
将
来
そ
の
子
た
ち

が
病
気
に
な
っ
た
時
、
年
老
い
た
親
が
面
倒

を
み
る
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
そ
の
親
も

認
知
症
に
か
か
る
確
率
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
、
認
知
症
患
者
は
4
6
2
万
人
、
予

備
軍
は
4
0
0
万
人
。
2
0
2
0
年
に
は
患

者
は
7
0
0
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
認
知
症
の
原
因

の
一
つ
は
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
食
か
ら
き
て
い
ま
す
。
今

日
は
、
食
で
大
人
の
認
知
症
や
子
供
の
生
活

習
慣
病
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
1
9
9
2
年
に
長
野
県
の
生
徒
数

1
2
0
0
人
の
中
学
校
に
校
長
と
し
て
赴
任

し
ま
し
た
。
荒
れ
た
学
校
で
し
た
。
学
校
内

を
バ
イ
ク
で
走
る
、
廊
下
は
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
だ
ら
け
、
入
学
式
や
卒
業
式
は
警
察
動

員
、
非
行
や
犯
罪
、
い
じ
め
も
多
く
、
不
登

校
も
70
人
近
く
い
ま
し
た
。
先
生
た
ち
も
疲

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
生
徒
も
先

生
も
共
倒
れ
で
す
。

　

原
因
は
何
か
。
私
は
ま
ず
授
業
の
改
革
か

ら
始
め
ま
し
た
。
先
生
た
ち
に
、
分
か
る
、

で
き
る
、
楽
し
い
授
業
を
や
っ
て
ほ
し
い
と

頼
み
、
研
究
授
業
な
ど
を
繰
り
返
し
て
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
た
結
果
、
先
生
方
の
意
識
が
変
わ

り
、
素
晴
ら
し
い
授
業
を
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
授
業
を
抜
け
出
し
た
り
、

不
登
校
と
な
っ
た
り
す
る
子
が
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
非
行
や

犯
罪
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
ど
こ
に
原
因

が
あ
る
の
か
最
初
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
学
で
は
格
技
や
水
泳
、
陸
上
、
球
技
な

ど
の
大
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
コ
ン
ビ

第
1
部
　
基
調
講
演

真
田
町
の
奇
跡

授
業
の
改
革
・
給
食
の
改
善
・
環
境
教
育
の
3
本
柱
の
取
組
で
子
ど
も
は
蘇
る

元
長
野
県
旧
真
田
町
教
育
長
、
元
長
野
県
上
田
市
教
育
委
員
長
、
現
教
育
・
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
大
塚
　
貢
　
氏

大塚　貢（おおつか・みつぐ）
元長野県旧真田町教育長、元長野県上田市教育委員長
現　教育・食育アドバイザー
1936 年、長野県に生まれる。信州大学卒業後、中学校教員、都内
での会社員生活のあと長野県に戻り、県教育委員会指導主事、中
学校教頭を経て、92 年から中学校校長を務める。97 年、旧真田町
教育長就任。市町村合併後、06 年より上田市教育委員長。07 年退
任後、教育・食育アドバイザーとして活躍中。07 年に文部科学大
臣表彰、09 年に瑞宝双光章を受賞。著書に「ごはんがこども達を
変えた」（毎日新聞社北海道支社）「給食で死ぬ」（コスモ 21）「奇
跡の食育」（美健ガイド社）がある。
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ニ
弁
当
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
菓
子
パ
ン
と

ジ
ュ
ー
ス
だ
け
の
昼
食
を
と
っ
て
い
る
子
供

た
ち
が
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
が
非
行
な
ど
問
題
の
あ
る
子
供
た
ち
で
し

た
。
こ
れ
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

空
腹
で
イ
ラ
イ
ラ

　

そ
こ
で
20
日
間
ほ
ど
か
け
て
子
供
た
ち
の

食
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
朝
食
を
食

べ
て
い
な
い
子
が
37
％
い
て
、
や
は
り
そ
の

中
に
問
題
の
あ
る
子
た
ち
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
だ
い
た
い
夕
食
は
午
後
7
時
か

ら
8
時
な
の
で
、
朝
食
を
抜
く
と
給
食
ま
で

16
時
間
く
ら
い
空
い
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か

ら
空
腹
で
イ
ラ
イ
ラ
し
、
そ
の
は
け
口
が
い

じ
め
や
非
行
に
つ
な
が
る
。
無
気
力
に
な
り

学
習
意
欲
も
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
朝
食
は
食
べ
て
い
る
け
れ

ど
菓
子
パ
ン
な
ど
カ
ロ
リ
ー
は
あ
っ
て
も
栄

養
の
少
な
い
食
事
を
し
て
い
る
子
も
多
く
い

ま
し
た
。
血
を
き
れ
い
に
し
て
頭
の
活
動
を

活
発
に
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
、
亜
鉛
、
鉄
分
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
十
分
に
取
れ
て
い
な
い
。

ビ
タ
ミ
ン
類
を
含
む
野
菜
も
不
足
し
て
い
ま

す
。
好
き
な
夕
食
は
焼
き
肉
や
カ
レ
ー
で
、

脂
肪
分
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
血
液
中
の
た

ん
ぱ
く
質
と
脂
肪
が
結
合
し
て
血
が
ど
ろ
ど

ろ
に
な
り
、
酸
素
や
栄
養
素
が
脳
や
体
の
細

胞
に
十
分
に
供
給
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
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食
の
調
査
を
も
と
に
私
は
P
T
A
会
議
を

開
き
、
家
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
食

べ
さ
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
ま
し
た
。
し
か

し
母
親
た
ち
は
ま
っ
た
く
聞
き
入
れ
て
く
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で
は
学
校
の
給
食
で

や
る
よ
り
仕
方
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

パ
ン
か
ら
ご
飯
に

　

そ
れ
ま
で
の
給
食
は
米
飯
は
週
1
回
の
み

で
、
あ
と
は
揚
げ
パ
ン
、
菓
子
パ
ン
、
ソ
フ
ト

麺
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
で
し
た
。
お
か
ず

も
肉
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
こ
で
パ
ン
を
ご
飯
に

変
え
、
頭
か
ら
し
っ
ぽ
ま
で
食
べ
ら
れ
る
イ

ワ
シ
や
サ
ン
マ
な
ど
の
青
魚
と
野
菜
を
多
く

し
よ
う
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
親
も
子
供
も

大
反
対
。
先
生
方
か
ら
も
反
対
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
栄
養
士
の
先
生
に
講
座
を
し
て

も
ら
い
、
先
生
が
今
の
食
事
を
続
け
て
早
死

に
し
て
も
自
業
自
得
だ
が
子
供
は
ど
う
な

る
、
学
校
は
全
人
教
育
で
そ
れ
を
し
な
い
の

は
教
師
の
職
務
怠
慢
だ
、
と
先
生
方
に
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
心
あ
る
先
生
方
が
立

ち
上
が
っ
て
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

ま
ず
5
億
円
か
け
て
給
食
室
を
作
り
直

し
、
5
食
米
飯
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
結
果

は
は
っ
き
り
出
ま
し
た
。
1
年
で
学
校
か
ら

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
消
え
、
2
年
目
か
ら
は

非
行
や
犯
罪
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
不
登
校

も
2
人
ま
で
減
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
学

ぶ
意
欲
が
出
て
き
て
本
を
読
む
子
が
増
え
、

全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
年
1
位
や
2
位

に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

花
壇
を
作
り
潤
い

　

荒
れ
て
い
る
学
校
に
共
通
し
て
い
る
の
は

潤
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
花
が
な

い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
た
大
反
対
に
あ
い
な

が
ら
も
花
壇
を
30
カ
所
ほ
ど
作
ら
せ
ま
し

た
。
最
初
は
水
や
り
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
2
学
期
に
入
る
と
子
供
が
自
分
た
ち
で

世
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
2
年
目
か
ら
は

全
国
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
文
部
大
臣
賞
を
取
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る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
産
の
食
材
で

　

97
年
に
私
は
、
旧
真
田
町
の
教
育
長
に
な

り
ま
し
た
。
ど
こ
の
学
校
も
荒
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
同
じ
よ
う
に
ま
ず
授
業
の
改
善

を
し
、
食
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
34
％
が

朝
食
を
食
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で

も
や
は
り
反
対
に
あ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

押
し
切
っ
て
食
の
改
善
を
行
い
ま
し
た
。
丸

ご
と
食
べ
ら
れ
る
サ
ン
マ
や
イ
ワ
シ
の
甘
露

煮
や
サ
バ
の
味み

噌そ

煮
、
野
菜
、
無
農
薬
米
に

発
芽
玄
米
を
混
ぜ
た
米
飯
中
心
の
給
食
に
変

え
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
地
元
産
の
食
材
を
使
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い
ま
し
た
。
安
心
、
安
全
の
た
め
。
そ
し
て

地
元
に
金
を
落
と
し
て
地
元
の
農
家
や
水
産

業
が
潤
う
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防

　

そ
う
や
っ
て
肉
は
家
庭
に
ま
か
せ
て
、
血

を
き
れ
い
に
す
る
E
P
A
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸
）
や
D
H
A
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ

ン
酸
）
を
多
く
含
む
青
魚
や
、
咀そ

嚼し
ゃ
く

力
を

高
め
て
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
煮
干
し
な
ど
の

小
魚
、
脳
内
の
血
流
を
活
発
に
す
る
ギ
ャ
バ

を
含
む
発
芽
玄
米
な
ど
を
毎
日
食
べ
さ
せ
た

結
果
、
当
初
32
％
い
た
生
活
習
慣
病
予
備
軍

や
ア
ト
ピ
ー
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
ほ
と
ん
ど
ゼ

ロ
に
な
り
ま
し
た
。
校
長
の
時
も
同
じ
で

す
。
全
国
の
生
活
習
慣
病
予
備
軍
の
子
た
ち

も
、
食
事
で
そ
れ
を
変
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
健
康
保
険

も
使
わ
な
く
て
す
み
ま
す
。
国
民
医
療
費
は

40
兆
を
超
え
国
の
税
収
と
匹
敵
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
食
べ
物
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

た
っ
た
1
食
で
そ
ん
な
に
変
わ
る
の
か
と

よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
本
当
に
変
わ
る
の
で

す
。
家
庭
で
食
べ
な
い
も
の
を
学
校
で
毎
日

食
べ
る
。
1
食
で
家
庭
の
3
食
分
以
上
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま
す
。
結
果
的
に

旧
真
田
町
で
は
そ
の
後
10
年
、
非
行
や
犯
罪

が
ゼ
ロ
。
不
登
校
も
小
学
は
ゼ
ロ
、
中
学
は

ゼ
ロ
か
ら
2
人
。
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
も
す

べ
て
の
教
科
で
学
力
が
高
い
グ
ル
ー
プ
に
集

中
し
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

市
や
企
業
も
実
施

　

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
て
、
私
の
考
え
を

実
際
に
取
り
入
れ
て
く
れ
る
市
や
企
業
も
出

て
き
ま
し
た
。
福
井
県
小
浜
市
で
は
給
食
を

輸
入
食
材
か
ら
地
元
産
に
切
り
替
え
、
若
狭

湾
で
取
れ
る
魚
、
地
場
産
の
無
農
薬
、
低
農

薬
の
米
食
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
供

た
ち
に
や
る
気
が
出
て
き
て
全
国
学
力
テ
ス

ト
で
は
小
・
中
学
校
と
も
市
の
平
均
点
が
全

国
一
に
な
り
ま
し
た
。
静
岡
県
三
島
市
も
給

食
の
改
革
で
子
供
が
変
わ
り
、
大
人
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
が
4

億
円
近
く
か
か
り
赤
字
だ
っ
た
市
が
、
昨
年

な
ん
と
黒
字
に
な
っ
た
の
で
す
。
社
員
食
堂

の
食
材
を
地
元
の
無
農
薬
食
材
に
変
え
た
と

こ
ろ
、
社
員
の
士
気
が
高
ま
っ
て
生
産
性
が

上
が
り
、
医
療
共
済
の
赤
字
が
黒
字
に
変

わ
っ
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
は
恵
ま
れ
た
土
地
で
す
。
給
食
を

改
善
し
地
元
産
の
お
い
し
い
食
材
を
食
べ
さ

せ
た
ら
、
子
供
た
ち
の
学
力
も
向
上
し
、
健

康
な
素
晴
ら
し
い
場
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

食
育
の
意
識
は
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
輸
入
食
材
を
使
っ
た
給
食
の
市

町
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
何
年
た
っ
て
も
腐
ら

な
い
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
生
ハ
ム
が
給
食
に
出

て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
こ
う
い
う
食
事
を
し

て
い
た
ら
、
や
が
て
そ
の
子
供
た
ち
は
生
活

習
慣
病
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
ど
う

か
皆
さ
ん
も
毎
日
の
食
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。
食
の
改
善
は
や
は
り
市
ぐ
る
み
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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皆
さ
ん
に
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
と
、
ど
こ
の
地
域
で
も
80
％
以
上
の
人
が

添
加
物
や
農
薬
が
入
っ
て
い
な
い
地
場
の
野

菜
を
使
っ
た
手
作
り
の
和
食
を
望
む
と
答
え

ま
す
。
じ
ゃ
あ
そ
の
人
た
ち
は
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
や
出
来
合
い
の
お
そ
う
ざ
い
は
買
わ

な
い
か
と
い
う
と
、
実
は
み
ん
な
大
好
き
な

ん
で
す
ね
。
日
本
は
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

お
そ
う
ざ
い
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
当
然
多

く
の
添
加
物
が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

買
っ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
食
に
対
す
る
意
識

と
実
際
の
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
矛
盾
に
気
づ

く
こ
と
で
す
。

認
可
後
「
害
」
判
明
も

　

食
糧
の
な
い
日
本
は
、
世
界
か
ら
食
を

持
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
食

の
安
全
を
国
は
保
証
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
当

初
、
国
が
認
可
し
て
い
た
添
加
物
が
、
突
然

禁
止
に
な
っ
た
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

当
時
の
学
術
レ
ベ
ル
で
害
が
な
い
と
認
可
さ

れ
た
も
の
が
、
今
の
技
術
で
再
検
査
す
る
と

害
が
あ
る
と
判
明
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
ア
カ
ネ
色
素
と
い
う
着
色
料
。

毒
性
、
変
異
性
、
発
が
ん
性
は
認
め
ら
れ
な

い
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
04
年
の
再
検
査
で
発
が
ん
性
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
美
白
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
る
コ
ウ
ジ
酸
も
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
の

変
色
防
止
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
発

が
ん
性
が
確
認
さ
れ
て
禁
止
に
な
り
ま
し

第
2
部
　
特
別
講
演

今
、
食
べ
て
い
る

あ
な
た
の
食
は
安
心
、
安
全
か

食
品
添
加
物
で
ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
、

清
涼
飲
料
水
を
実
演

食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
安
部
　
司
　
氏
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た
。
今
ま
で
62
～
63
品
目
が
禁
止
に
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
色

も
き
れ
い
で
腐
り
ま
せ
ん
。
安
全
で
す
か
？

と
聞
か
れ
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し

た
危
害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
と
し
か
お

答
え
で
き
な
い
の
で
す
。

安
く
て
簡
単
、
便
利

　

添
加
物
の
大
き
な
働
き
は
五
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ず
確
実
に
安
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば

し
ょ
う
ゆ
。
無
添
加
し
ょ
う
ゆ
の
材
料
ラ
ベ

ル
に
は
、
大
豆
と
小
麦
、
塩
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
広
く
市
販
さ
れ
て
い
る
し
ょ

う
ゆ
に
は
ア
ミ
ノ
酸
液
や
多
く
の
添
加
物
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ミ
ノ
酸
液
と
は
大
豆

を
塩
酸
で
分
解
し
た
調
味
液
の
こ
と
で
す
。

値
段
は
日
本
の
伝
統
的
な
し
ょ
う
ゆ
の
10
分

の
1
で
す
。

　

無
添
加
ジ
ャ
ム
の
材
料
は
イ
チ
ゴ
、
砂

糖
、
レ
モ
ン
汁
。
安
い
ジ
ャ
ム
の
ラ
ベ
ル
に

は
ま
ず
水
あ
め
と
書
か
れ
、
一
番
最
後
が
イ

チ
ゴ
。
ラ
ベ
ル
に
は
材
料
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
順
に
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

ジ
ャ
ム
は
イ
チ
ゴ
が
一
番
少
な
い
材
料
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
香
り
は
添
加
物
の
化
学
物

質
の
組
み
合
わ
せ
で
つ
け
ま
す
。
こ
の
ジ
ャ

ム
、
値
段
が
5
倍
ほ
ど
違
い
ま
す
。
さ
て
皆

さ
ん
は
ど
ち
ら
を
買
い
ま
す
か
？

　

添
加
物
の
働
き
の
2
番
目
は
簡
単
と
い
う

こ
と
。
だ
し
を
と
る
手
間
も
い
り
ま
せ
ん
。

3
番
目
が
便
利
。
4
番
目
は
き
れ
い
。
5
番

目
が
お
い
し
い
。
こ
の
五
つ
で
す
。
皆
さ
ん

は
普
段
ス
ー
パ
ー
で
ど
ん
な
食
品
を
探
し
ま

す
か
。
こ
の
五
つ
を
探
し
ま
せ
ん
か
。
日
本

の
伝
統
を
守
っ
て
昔
な
が
ら
の
製
法
を
し
て

い
る
企
業
が
つ
ぶ
れ
て
い
く
の
は
、
日
本
の

伝
統
食
が
こ
の
五
つ
と
違
う
も
の
だ
か
ら
で

す
。リ

ス
ク
の
意
識
を

　

添
加
物
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
安
く

て
簡
単
、
便
利
で
き
れ
い
で
お
い
し
い
。
そ

れ
が
自
分
の
優
先
順
位
な
ら
そ
れ
を
選
べ
ば

い
い
。
そ
の
か
わ
り
に
将
来
の
リ
ス
ク
を
と

れ
ば
い
い
だ
け
で
す
。
た
だ
、
そ
の
リ
ス
ク

が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
か
ら
、
つ
い
つ
い

メ
リ
ッ
ト
の
方
を
選
ぶ
人
が
多
い
。
そ
れ
は

皆
さ
ん
の
自
由
で
す
。
し
か
し
犠
牲
に
な
る

の
は
誰
で
す
か
。
自
分
で
食
事
を
選
べ
な
い

子
供
た
ち
で
す
。

　

で
は
、
実
際
に
添
加
物
を
使
っ
て
簡
単
な

も
の
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
に
固
形

化
さ
れ
た
植
物
性
油
脂
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
な
ど
で
は
禁
止
に
な
っ
た
ト
ラ
ン
ス
脂

肪
酸
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
乳
化
剤
を

入
れ
黄
色
の
水
を
加
え
て
色
を
つ
け
ま
す
。

バ
タ
ー
香
料
を
加
え
る
と
マ
ー
ガ
リ
ン
の
完

安部　司（あべ・つかさ）
食品ジャーナリスト
　1951 年、福岡県の農家に生まれる。山口大学文理学部化学
科卒業。総合商社食品課に勤務し食品および添加物に関わる
仕事に従事。退職後、加工食品の開発や海外（中国、アメリ
カ、東南アジア）においての食品の開発輸入に携わる。現
在、無添加食品の開発や伝統食品の復興、有機農産物の販売
促進に取り組んでいる。農水省有機農業JAS判定員、経産
省水質第一種公害防止管理者、食品製造関係の特許 4件取
得。食品添加物の現状、食生活の危機を訴えた「食品の裏
側」（東洋経済新報社）は中国、台湾、韓国でも翻訳出版さ
れ、70 万部を突破するベストセラーとなり大きな反響を呼ん
でいる。ほかに「なにを食べたらいいの」（新潮社）「安心な
食品の見分け方」（祥伝社）「食品の裏側 2実態編」（東洋経
済新報社）がある。

成
で
す
。
外
食
産
業
の
フ
ラ
イ
に
は
、
植
物

油
に
水
素
添
加
し
て
固
形
化
し
た
こ
の
油
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
ど
ん
作
り
ま
す
よ
。
店
側
が
常
温
で

3
日
た
っ
て
も
腐
ら
な
い
食
品
が
欲
し
い
と

言
え
ば
、
保
存
効
果
の
あ
る
添
加
物
を
複
数

組
み
合
わ
せ
て
入
れ
れ
ば
い
い
。
安
い
古
米

を
使
い
た
い
な
ら
油
を
入
れ
る
。
油
が
口
に

つ
く
な
ら
乳
化
剤
。
古
米
の
匂
い
が
し
て
硬
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い
な
ら
、
遺
伝
子
組
み
換
え
で
作
っ
た
ア
ミ

ラ
ー
ゼ
を
入
れ
る
。
は
い
、
私
た
ち
が
大
好

き
な
簡
単
、
便
利
な
お
に
ぎ
り
の
出
来
上
が

り
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
保
存
効
果
の
あ
る
添
加
物
は

い
ち
い
ち
全
部
の
名
前
を
書
か
な
く
て
も
、

ま
と
め
て
ラ
ベ
ル
に
P
H
調
整
剤
と
書
け
ば

よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
ら
ず
に
食
べ
て

い
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
添
加
物
の
1
番

目
の
リ
ス
ク
は
、
現
在
条
件
付
き
の
安
全
性

と
い
う
こ
と
で
す
。

取
り
過
ぎ
３
兄
弟

　

2
番
目
の
リ
ス
ク
は
塩
、
油
、
糖
分
を
取

り
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
。
私
は
こ
れ
を
「
取

り
過
ぎ
3
兄
弟
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
ラ
ー
メ
ン
や
即
席
カ
ッ

プ
ソ
バ
は
、
日
持
ち
さ
せ
る
た
め
フ
ラ
イ
に

す
る
結
果
、
大
さ
じ
3
倍
、
約
30
㌘
も
の
油

が
入
っ
て
い
ま
す
。
品
名
に
も
「
味
付
け
油

揚
げ
麺
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
試
し
に
ゆ

で
汁
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

油
が
表
面
に
固
ま
り
ま
す
。

　

次
に
塩
。
こ
の
カ
ッ
プ
麺
に
は
ナ
ト
リ
ウ

ム
4
・
2
㌘
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
2
・
5
を
か
け
た
数
字
が
塩
分
の
目
安
で

す
。
4
・
2
か
け
る
2
・
5
は
10
・
5
㌘
で

す
。
成
人
男
性
の
1
日
分
の
塩
分
摂
取
量
を

1
食
で
超
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
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1
杯
分
の
お
湯
3
5
0
㏄
で
割
る
と
、
海
水

の
濃
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
海
水
、
飲
め
ま

す
か
？

　

最
後
に
糖
分
。
よ
く
見
か
け
る
無
果
汁

ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
炭

酸
水
に
遺
伝
子
組
み
換
え
の
可
能
性
の
あ

る
、
ア
メ
リ
カ
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
つ
く
っ

た
ブ
ド
ウ
糖
果
糖
液
糖
と
い
う
シ
ロ
ッ
プ
を

加
え
ま
す
。
実
は
こ
れ
で
コ
ッ
プ
半
分
の
砂

糖
と
同
じ
糖
分
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
当

然
こ
れ
で
は
甘
す
ぎ
て
飲
め
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
ク
エ
ン
酸
で
少
し
酸
味
を
つ
け
ま
す
。
ア

ス
コ
ル
ビ
ン
酸
と
い
う
ビ
タ
ミ
ン
C
も
レ
モ

ン
50
個
分
入
れ
ま
し
ょ
う
。
サ
ー
ビ
ス
で
レ

タ
ス
3
個
分
の
食
物
繊
維
も
加
え
ま
す
よ
。

　

そ
こ
に
例
え
ば
石
油
か
ら
つ
く
っ
た
黄
色

の
着
色
料
と
レ
モ
ン
香
料
を
入
れ
れ
ば
レ
モ

ン
ジ
ュ
ー
ス
、
虫
の
内
臓
を
す
り
つ
ぶ
し
て

つ
く
っ
た
天
然
着
色
料
の
コ
チ
ニ
ー
ル
と
オ

レ
ン
ジ
香
料
で
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
の
完
成

で
す
。
こ
れ
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
4
種
類
の

合
成
着
色
料
に
つ
い
て
、
使
用
し
た
食
品
に

は
「
こ
の
着
色
料
は
子
供
の
発
達
に
影
響
を

与
え
る
報
告
が
あ
り
ま
す
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
添
加
物
の
入
っ
た
食

品
が
多
い
の
で
し
ょ
う
。
皆
が
欲
し
が
る
か

ら
で
す
。
メ
ー
カ
ー
さ
ん
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
で
消
費
者
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
研
究

し
、
皆
が
買
う
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
こ
れ
は
す
べ
て
認
可
さ
れ
て
い
る
合
法

の
も
の
で
す
。

味
覚
狂
わ
す
ト
リ
オ

　

油
、
塩
、
糖
分
が
多
過
ぎ
る
の
に
、
な
ぜ

そ
れ
を
お
い
し
い
と
感
じ
て
し
ま
う
の
か
。

味
覚
を
お
か
し
く
し
て
い
る
の
は
、
塩
、
化

学
調
味
料
、
た
ん
ぱ
く
加
水
分
解
物
の
黄
金
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ト
リ
オ
の
せ
い
で
す
。
こ
の
ト
リ
オ
は
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
加
工
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
に
入
っ
て
い
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
加
水
分
解

物
と
は
大
豆
や
肉
の
た
ん
ぱ
く
質
を
分
解
し

て
つ
く
る
ア
ミ
ノ
酸
の
粉
末
や
ペ
ー
ス
ト
状

の
調
味
料
の
こ
と
で
す
。
酵
素
で
分
解
す
る

方
法
と
劇
薬
の
塩
酸
で
分
解
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
塩
酸
の
方
が
は
る
か
に
安
く
簡

単
に
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
添
加

物
や
エ
キ
ス
類
を
足
し
て
加
工
食
品
の
味
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
子
供
た
ち

が
こ
の
ト
リ
オ
の
濃
い
味
を
お
い
し
い
と
覚

え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
黄
金
ト
リ
オ
で
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
を
作
り
ま
す
。
三

つ
の
粉
に
さ
ら
に
多
く
の
粉
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
ポ
ー
ク
エ
キ
ス
、
チ
キ
ン
エ
キ
ス
、

粉
末
し
ょ
う
ゆ
、
乾
燥
ね
ぎ
、
香
辛
料
な

ど
。
こ
れ
に
お
湯
を
足
せ
ば
完
成
で
す
。
粉

だ
け
で
と
ん
こ
つ
ス
ー
プ
が
出
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
安
く
て
簡
単
、
便
利
な
加
工
食

品
が
増
え
続
け
る
影
で
、
長
く
日
本
の
伝
統

を
守
っ
て
き
た
企
業
が
つ
ぶ
れ
か
け
て
い
ま

す
。
日
本
食
は
高
く
て
面
倒
で
色
が
汚
い
か

ら
で
す
。
日
本
食
の
安
心
、
安
全
よ
り
も
簡

単
、
便
利
を
優
先
順
位
と
す
る
人
が
多
い
か

ら
で
す
。
優
先
順
位
は
自
由
で
す
。
そ
れ
で

も
し
将
来
病
気
に
な
っ
て
も
、
自
分
で
選
ん

だ
道
で
す
。
で
も
子
供
た
ち
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。

　

私
は
「
昭
和
そ
う
す
」
を
お
勧
め
し
ま

す
。
し
ょ
う
＝
少
食
、
わ
＝
和
食
、
そ
＝
粗

食
、
う
す
＝
薄
味
。
日
本
の
伝
統
的
な
和
食

で
す
。
で
す
が
今
、
そ
の
和
食
が
添
加
物
に

よ
っ
て
滅
び
か
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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第22回食と文化フォーラム

「食文化のグローバル化時代！」

大
塚　
牛
乳
は
害
と
い
う
説
と
大
事
な
栄
養

と
い
う
説
が
あ
り
、
正
直
分
か
り
ま
せ

ん
。
私
は
1
週
間
に
2
日
く
ら
い
、
地
元

の
牧
場
で
と
れ
た
牛
乳
を
給
食
に
出
し
て

い
ま
し
た
。

池
上　
安
部
さ
ん
、
お
勧
め
の
食
べ
方
は
あ

り
ま
す
か
。

安
部
司
氏　
今
は
情
報
が
多
す
ぎ
て
判
断
が

し
に
く
く
、
す
ぐ
白
黒
つ
け
た
が
る
人
が

多
い
で
す
が
化
学
物
質
は
そ
ん
な
に
単
純

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
私
は
「
ひ

ふ
み
の
原
則
」
を
基
本
に
し
て
、
非
伝
統

的
な
も
の
、
不
自
然
な
も
の
、
未
経
験
の

も
の
は
控
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

何
が
安
全
か
、
本
当
に
知
る
た
め
に
は
親

子
3
世
代
が
1
0
0
年
同
じ
も
の
を
食
べ

る
人
体
実
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の

和
食
に
は
2
0
0
0
年
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
や
は
り
和
食
だ
と
思
い
ま
す
。

大
塚　
最
後
に
、
私
は
子
供
の
凶
悪
事
件
や

自
殺
の
あ
っ
た
全
国
の
学
校
を
回
っ
て
い

ま
す
。
ど
の
学
校
も
心
を
潤
す
も
の
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
旧
真
田
町
も
花
壇
作

り
で
子
供
た
ち
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
ず
子
供
た
ち
を
変
え
る
。
そ

う
す
れ
ば
親
が
変
わ
り
、
地
域
も
変
わ
り

ま
す
。

池
上　
ご
来
場
の
皆
様
も
、
今
日
の
話
を
ぜ

ひ
ご
家
庭
の
食
生
活
に
い
か
し
、
ま
た
周

囲
の
方
に
も
広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

池
上
公
介
財
団
副
理
事
長　

ま
ず
大
塚
さ

ん
、
米
飯
給
食
に
し
た
理
由
、
ポ
イ
ン
ト

は
。

大
塚
貢
氏　

私
は
パ
ン
も
否
定
し
ま
せ
ん

が
、
パ
ン
だ
と
肉
中
心
に
な
り
や
す
い
で

す
ね
。
肉
の
脂
肪
で
血
が
ど
ろ
ど
ろ
に
な

り
酸
素
や
栄
養
素
の
供
給
が
不
十
分
に
な

り
、
前
頭
葉
の
働
き
が
鈍
っ
て
い
じ
め
や

非
行
、
無
気
力
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し

た
。

池
上　
給
食
の
牛
乳
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考

え
で
す
か
。

質問コーナー

閉会の挨拶をする毎日新聞社
北海道支社長の吉野理佳氏
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なめこ汁

ひたし豆

■材料〈4 人分〉

■材料〈10 人分（つくりやすい分量）〉

■作り方
だしをとる。鍋に分量の水を入れ、煮干し
を浸して 2～3 時間おく。鍋を火にかけ、煮
立ったら厚削り節を加え、水面がさざなみ
程度の弱火で 20 分間煮て、ざるでこす。
520ml を用意する。

鍋にだし、大根、かぼちゃ、白菜を入れて
火にかけ、柔らかくなるまで中火で煮る。
なめこを加え、みそを溶きいれ、ネギとほ
うれん草を加える。

1

2

■作り方
くらかけ豆は、塩 1～2g を入れた水 400ml
に一晩浸す。

鍋に水けをきった豆、水 400ml、塩小さじ
1 を入れて火にかける。煮立ったら弱火に
して約 15 分間ゆでる。ざるにあけて水にさ
らす。

調味液を合わせ、煮たてたら火から下ろし
て冷まし、水けをきった 2 にからめる。

1
2

3

だし    （520ml 分）
　煮干し    10g
　厚削り節    4g
　水    約 650ml

大根（いちょう切り）    140g
かぼちゃ（一口大）    120g
白菜（短冊切り）    70g
なめこ（3 回水で洗う）    50g

みそ    44g
ネギ（小口切り）    23g
ほうれん草
（茹でて 2.5cmの長さに切る）    34g

くらかけ豆    100g 調味液
　しょうゆ    小さじ 2
　みりん    小さじ 2
　砂糖    小さじ 2
　水    小さじ 2

Vol. 
42

クッ
キ
ン
グ

マ
イ

　今回は、第22回食と文化フォーラムで大塚先生が紹介してくださった長野県真田
中学校の給食の中から、2つのレシピをご紹介します。

61Kcal

４９Kcal



編 

集 

後 

記

　

今
年
も
第
22
回
目
の
「
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
多
く
の
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
食
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
！　

食
の
安
心
、
安
全
、
そ
し

て
健
康
の
未ア

ス来
は
‼
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
元
長
野
県
旧
真
田
町
教
育

長
、
教
育
・
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
塚
貢
氏
に
、
特
別
講
演
は
食
品

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
「
食
品
の
裏
側
」
の
著
者
の
安
部
司
氏
に
お
願
い
し
ま
し

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、

　

○
食
育
の
重
要
性
を
理
解
し
ま
し
た
。

　

○
食
品
添
加
物
の
影
響
の
大
き
さ
、
怖
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

○
食
生
活
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

○
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
何
時
も
と
同
じ
く
有
意
義
で
し
た
。

　

な
ど
、
多
数
の
ご
感
想
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
財
団
で
は
、
賛
助
会
員
の
皆
様
か
ら
札
幌
以
外
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

の
要
望
を
受
け
ま
し
て
、
平
成
27
年
9
月
5
日
に
道
外
で
は
初
め
て
に
な
り

ま
す
が
「
食
と
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5
大
阪
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
も
こ
の
「
食
と
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
大
阪
市
（
9
月
3

日
）
及
び
名
古
屋
市
（
9
月
25
日
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
団
設
立
の
目
的
で
あ
り
ま
す
「
皆
様
の
病
気
予
防
や
健
康
の
増
進
に
寄

与
す
る
」
と
と
も
に
、
今
後
も
皆
様
か
ら
ご
意
見
や
ご
要
望
も
い
た
だ
き
な

が
ら
ご
一
緒
に
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
財
団
法
人 

食
と
健
康
財
団

専
務
理
事
　
佐
藤
　
均
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〜「食育」それは生きる上での基本〜

健全な食生活・食の安全と安心を推進する

詳細は当財団 TEL 011-736-3000 FAX 011-736-3003 まで

・「食と健康通信」の発刊
さまざまな健康づくりのノウハウを盛り込んだ小冊子

・電話による食生活・栄養相談
管理栄養士が担当します

・料理教室の実施
自然食の料理教室

第 22 回食と文化フォーラムより（2016.4.10）

財団賛助会員
ただいま募集中！

【個人会員】
1 口 5,000 円 1 口以上

※口数に制限はありません。
※期間はご入金の月より 1 年間とします。

・広報誌「輝」の発行
食生活の改善や料理レシピなど健康生活の情報誌

・初夏と秋の「食と健康元氣ツアー」
夏はイチゴ狩り、秋はジャガイモなどの収穫祭を実施

・道内各地での「食と健康フォーラム」の開催
函館市、夕張市、留萌市、洞爺湖町、今金町、森町な
どと連携して開催

「食と文化フォーラム」の開催　魅力ある講師の講演会（22 年間）
　今年は食の安心、安全をテーマに、授業の改革、給食の改善、花壇作りで教育改革を実践した元長野県旧真田町教育長、
食育・教育アドバイザーの大塚貢氏の講演と食品ジャーナリストで「食品の裏側」の著者、安部司氏の講演を行いました。



食と健康フォーラム　2016名古屋

食育
マーケットも
開催

第2部
特別講演特別講演

齊 藤 　 純子 氏

助産院バースハーモニー院長

自然なお産と
身体作り
自然なお産と
身体作り
～食事、運動、
心のありよう、
すべてがお産に
つながる～

平成28年

9月25日日

会場

開　場／12時
開　演／13時30分
閉　会／16時30分

名古屋市中村区那古野1-47-1　TEL（052）581-5679
名古屋国際センター別棟ホール

アクセス

円1,000入場料

定　員 名250

名古屋駅から地下街（ユニモール）経由で徒歩7分、
地下鉄桜通線国際センター駅すぐ

食 品 添 加 物 で ラ ーメン
スープ、清涼飲料水を実演

食品ジャーナリスト
「食品の裏側」の著者

第1部
「食品の裏側」を知る「食品の裏側」を知る

～今、食べている
あなたの食は安心、安全か～
～今、食べている
あなたの食は安心、安全か～

安 部 　 司 氏

第1部
基調講演基調講演

実演で
お見せします！

食文化の
グローバル化
時代！
～食の安心、安全、
そして 健康の未来は！！～

ア　   ス

入場料

1,000円　　
 300名
（入場先着順・自由席）

定
員

（
税
込
）

2016年9月3日土
［開場］12：00　［開演］13：30　［閉会］16：30

と き

大阪朝日生命館  8F 〈朝日生命ホール〉
大阪市中央区高麗橋4-2-16　TEL（06）6202-3919
【アクセス】 地下鉄 御堂筋線 淀屋橋駅
 12番出口から徒歩1分

ところ

島村トータル・ケア・クリニック院長 島村善行 氏

玄米菜食に魅せられて
がん治療に携わって45年の医師からのメッセージ

第 2 部 特 別 講 演

元長野県真田町教育長　元長野県上田市教育委員長
現　教育・食育アドバイザー大塚　貢 氏

人をダメにする現代の食事
授業の改革・給食の改善・環境教育の3本柱の取組でこどもは甦る

～真田町の奇跡～
いじめ・非行ゼロ、生活習慣病予備軍ゼロと学力の飛躍的な向上

第 1 部 基 調 講 演

食文化の
グローバル化
時代！

食文化の
グローバル化
時代！

～食の安心、安全、そして 健康の未来は‼～
ア　   ス

食育マーケットも
開催！！

［主　催］
一般財団法人食と健康財団

［後　援］
大阪府／大阪市／大阪府教育委員会　
大阪市教育委員会／大阪商工会議所　

毎日新聞社／玄米酵素

［お問合せ］
一般財団法人食と健康財団　

☎011-736-3000
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